
あとがき

「
通
史
編
Ｉ
」
で
は
、
原
始
か
ら
近
・
現
代
に
至
る
ま
で
の
全
時
代
を
一
冊
に
叙
述
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
「
通
史
編
Ⅱ
」
は
、

地
域
の
人
び
と
の
生
活
に
山
や
水
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
暮
ら
し
、
歴
史
を
受
け
継
い
だ
人
び
と
を

取
り
あ
げ
、
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
村
落
を
時
代
ご
と
に
追
い
な
が
ら
書
き
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
時
代
ご
と
に
子
ど
も
た
ち

は
ど
の
よ
う
な
視
点
で
当
時
を
み
て
い
た
の
か
な
ど
を
、
「
児
童
文
苑
」
や
「
駿
東
文
園
」
な
ど
を
通
し
て
、
戦
前
と
戦
後
の
子
ど

も
の
変
貌
の
様
子
を
地
域
の
行
事
や
あ
そ
び
な
ど
か
ら
記
述
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
「
通
史
編
Ｉ
」
に
引
き
続
き
、
「
通
史
編
Ⅱ
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ゞ
）
の
発
刊
が
最
終
と
な
り
、
資
料
整
理
後
、

計
画
さ
れ
た
市
史
編
さ
ん
事
業
は
終
了
い
た
し
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
資
料
編
第
一
巻
「
考
古
」
、
第
二
巻
「
古
代
・
中
世
」
、

第
三
巻
「
近
世
」
、
第
四
巻
「
近
現
代
Ｉ
」
、
第
五
巻
「
近
現
代
Ⅱ
」
、
第
六
巻
「
深
良
用
水
」
、
第
七
巻
「
民
俗
」
を
刊
行
、
そ
し
て

平
成
十
一
年
度
の
第
八
巻
「
通
史
編
Ｉ
」
に
次
い
で
、
平
成
十
二
年
度
に
第
九
巻
「
通
史
編
Ⅱ
」
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
通
史
編
二
巻
の
完
成
と
な
り
ま
す
。

当
初
の
刊
行
計
画
は
前
記
以
外
に
「
図
録
編
」
を
刊
行
す
る
予
定
で
し
た
が
、
、
ハ
プ
ル
経
済
の
崩
壊
と
い
う
未
曾
有
の
社
会
経
済

状
況
に
陥
り
、
そ
の
波
及
に
よ
り
地
方
自
治
体
の
財
政
事
情
に
も
深
刻
な
影
響
を
受
け
る
に
お
よ
び
、
刊
行
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

あ
と
が
き
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あとがき

市
史
編
さ
ん
事
業
を
行
う
に
当
り
、
多
年
に
わ
た
り
膨
大
な
史
・
資
料
等
を
丹
念
に
考
察
し
、
編
集
さ
れ
、
わ
が
郷
士
の
歴
史
を

描
く
大
事
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
を
は
じ
め
調
査
委
員
の
方
々
の
ご
労
苦
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
単
に
「
裾
野
市
史
』
の
刊
行
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
ゞ
｝
れ
ま
で
に
収
集
整
理
し
て
き
ま
し
た

貴
重
な
史
・
資
料
を
市
民
に
示
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
使
命
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
市
史
編
さ
ん
事
業
が
、
二

一
世
紀
の
裾
野
市
発
展
の
礎
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
『
裾
野
市
史
』
の
印
刷
製
本
に
あ
た
り
、
始
終
ご
理
解
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
株
式
会
社
精
興
社
、

特
に
中
村
勉
氏
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

裾
野
市
史
編
さ
ん
室
長
杉
山
幸
彦

ゞ
）
の
よ
う
に
「
通
史
編
Ⅱ
」
で
は
、
「
通
史
編
Ｉ
」
と
は
趣
き
を
変
え
て
記
述
し
て
あ
り
ま
す
が
、
「
通
史
編
Ｉ
」
同
様
、
読
み
や

す
く
親
し
み
や
す
い
編
集
に
心
が
け
ま
し
た
。

今
ま
で
に
資
料
編
、
通
史
編
の
刊
行
以
外
に
も
前
述
し
た
よ
う
に
多
く
の
歴
史
図
書
を
発
刊
し
、
そ
の
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た

資
料
に
基
づ
き
裾
野
市
の
歴
史
が
掘
り
起
こ
さ
れ
、
史
実
は
鮮
明
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
貴
重
な
史
・
資
料
を
長
年
に
わ
た
り
保
管
し
、
研
究
の
た
め
提
供
さ
れ
、
ま
た
掲
載
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
し

た
所
蔵
者
の
方
々
並
び
に
関
係
機
関
の
お
陰
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
『
市
史
編
さ
ん
事
業
が
始
ま
る
以
前
か
ら
献
身
的
に
古
文
書
の
整
理
・
解
読
・
保
存
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
牧
野
腺
先
生
・

大
庭
景
申
先
生
・
鈴
木
強
先
生
や
伊
藤
政
秋
先
生
を
始
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

玉
口
八
，
ま
才
も

口
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
、
ｌ
、
》
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裾野市史編さん関係者

同同同同同 委
員
長

副
委
員
長

委
貝

同同同 同 同 園

市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
平
成
十
三
年
三
月
現
在
）

裾
野
市
史
編
さ
ん
関
係
者

杉
山
政
康

勝
又
壽

羽
田
勲

勝
田
光
信

芹
澤
充
寛

岡
田
憲
明

西
川
久
雄

有
光
友
學

羽
田
久

渡
邊
隆
之

横
山
哲
也

大
庭
孝
康

眞
田
利
彦

谷
山
匡

同教
育
委
員
長

専
門
委
員
代
表

教
育
長

企
画
部
長

総
務
部
長

教
育
部
長

企
画
部
部
参
事
兼
企
画
財
政
課
長

学
校
教
育
課
長

助
役

学
識
経
験
者

同同 園

代
表
有
光
友
學

高
橋
敏

中
野
國
雄

福
田
ア
ジ
オ

安
田
常
雄

四
方
一
称

市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
（
平
成
十
三
年
三
月
現
在
）

市
史
編
さ
ん
調
査
委
員
（
平
成
十
三
年
三
月
現
在
）

厚
地
淳
司

井
口
俊
靖

伊
東
誠
司

岩
崎
信
夫

岩
田
重
則

大
串
潤
児

横
浜
国
立
大
学
教
授

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授

日
本
考
古
学
協
会
会
員

神
奈
川
大
学
教
授

電
気
通
信
大
学
教
授

国
士
舘
大
学
教
授

静
岡
県
立
沼
津
東
高
等
学
校
教
諭

加
藤
学
園
暁
秀
高
等
学
校
教
諭

一
橋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

博
士
課
程

東
京
都
立
目
黒
高
等
学
校
教
諭

東
京
学
芸
大
学
助
教
授

信
州
大
学
人
文
学
部
講
師
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裾野市史編さん関係者

松
崎
真
吾

松
田
香
代
子

宮
村
田
鶴
子

湯
川
郁
子

瀬
川
裕
市
郎

関
根
省
治

西
川
尚
男

仁
藤
敦
史

東
島
誠

杉
村
齊

斎
藤
弘
美

坂
本
紀
子

柴
雅
房

菊
池
邦
彦

東
京
都
立
航
空
工
業
高
等
専
門
学

校
助
教
授

日
本
民
俗
学
会
会
員

青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

静
岡
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

指
導
主
事

三
島
市
郷
士
資
料
館
館
長

（
平
成
十
二
年
十
月
逝
去
）

静
岡
大
学
教
育
学
部
非
常
勤
講
師

富
士
市
立
吉
原
商
業
局
等
学
校
教
諭

沼
津
市
立
大
岡
中
学
校
教
諭

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
助
教
授

東
京
大
学
史
料
編
墓
所
研
究
機
関

研
究
員

森
村
学
園
非
常
勤
講
師

日
本
民
俗
学
会
会
員

日
本
民
俗
学
会
会
員

札
幌
学
院
大
学
経
済
学
部
助
教
授

西
地
区
植
松
甲
子
男

同
大
庭
達
男

同
加
藤
信
雄

同
水
口
清
文

同
歌
燗
久
作

同
服
部
克
己

同
水
口
忠
榮

同
関
野
政
雄

同
中
西
保
男

東
地
区
窪
田
恒
男

同
藤
原
善
次

同
芹
澤
章

同
清
水
四
郎

同
芹
澤
文

同
飯
塚
政
高

地
区
協
力
員

（
旧
村
名
）

石
脇
村

佐
野
村

大
畑
村

ニ
ッ
屋
新
田

定
輪
寺
村

富
沢
村

伊
豆
島
田
村

水
窪
村

二
本
松
新
田

久
根
村

稲
荷
村

公
文
名
村

茶
畑
村

茶
畑
村

麦
塚
村
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裾野市史編さん関係者

同同同同同 深
良
地
区

同同同同同同同同富
岡
地
区

同 同

芹勝湯

澤又山

正常剛

己一男

星
野
直
司

大
庭
三
郎

倉
澤
秀
雄

小
林
秀
年

高
橋
利
治

一
之
瀬
和
雄

長
田
稔

藤
森
茂
良

増
田
一
男

小
林
一
夫

西
島
秀
雄

西
島
義
攪

土
屋
誠
吾

勝
又
茂
美

平
松
新
田

深
良
村

深
良
村

深
良
村

深
良
村

深
良
村

深
良
村

深
良
村

深
良
村

岩
波
村

千
福
村

千
福
村

御
宿
村

御
宿
村

御
宿
村

葛
山
村

葛
山
村

須
山
地
区

教
育
長

教
育
部
長

同
次
長
兼
庶
務
課
長

同
市
史
編
さ
ん
室
長

同
主
席
主
査

同
主
事

同
事
務
員

同
事
務
員

同
事
務
員

同 同 同 同同

事
務
局 柏

木
通

永
田
榮
次
郎

杉
本
隆
彦

真
田
林
藏

杉
山
末
雄

手
綱
拓
史

羽
田
久

大
庭
孝
康

杉
山
克
己

杉
山
幸
彦

渡
邉
学

木
原
慎
也

永
野
武
信

東
條
弘
光

柏
木
美
里

上
ヶ
田
村

金
沢
村

今
里
村

下
和
田
村

須
山
村

須
山
村
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裾野市史編さん関係者

○
監
修有

光
友
學
・
高
橋
敏
・
中
野
國
雄

福
田
ア
ジ
オ
・
安
田
常
雄
・
四
方
一
淋

○
編
集
・
執
筆
・
校
正

第
一
編
裾
野
の
生
活
史

第
一
章
山
と
生
活

第
一
節
中
野
國
雄
・
仁
藤
敦
史

第
二
節
松
田
香
代
子

第
三
節
厚
地
淳
司

第
四
節
湯
川
郁
子

第
五
節
大
串
潤
児

第
二
章
裾
野
の
水

第
一
節
中
野
國
雄
・
福
田
ア
ジ
オ

第
二
節
柴
雅
房

第
三
節
岩
崎
信
夫

本
巻
担
当
者
氏
名

第
四
節
宮
村
田
鶴
子

第
三
章
子
ど
も
の
風
景

第
一
節
高
橋
敏

第
二
節
斎
藤
弘
美

第
三
節
坂
本
紀
子

第
四
節
安
田
常
雄

第
二
編
人
物
に
見
る
裾
野
の
歴
史

飯
尾
宗
祇
有
光
友
學

今
川
義
元
有
光
友
學

岩
崎
佐
十
郎
井
口
俊
靖

大
庭
源
之
丞
菊
池
邦
彦

大
庭
唯
吉

坂
本
紀
子

大
森
一
族
東
島
誠

柏
木
官
里
高
橋
敏

柏
木
甚
右
衛
門
菊
池
邦
彦

葛
山
氏
尭
有
光
友
學

葛
山
氏
広
有
光
友
學
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裾野市史編さん関係者

葛
山
氏
元

葛
山
景
倫

葛
山
信
貞

勝
田
三
平

か
ね
ほ
り
甚
左
衛
門

閑
谷
法
師

小
長
谷
正
綱

小
林
聿

榊
研
三

鈴
木
朝
蔵

鈴
木
忠
治
郎

芹
沢
多
根

大
高
重
成

武
田
信
玄

友
野
与
右
衛
門

野
村
彦
太
夫

服
部
大
請

有
光
友
學

松
崎
真
吾

東
島
誠

四
方
一
称

菊
池
邦
彦

東
島
誠

柴
雅
房

大
串
潤
児

坂
本
紀
子

福
田
ア
ジ
オ

西
川
尚
男

四
方
一
淋

東
島
誠

有
光
友
學

高
橋
敏

関
根
省
治

四
方
一
称

万
里
集
九

北
条
氏
五
代

松
井
庄
左
衛
門

御
宿
友
綱

源
頼
朝

三
好
玄
意

柳
澤
文
溪

山
科
言
継

唯
念

湯
山
い
ゑ

湯
山
吟
右
術
門

湯
山
宮
内
左
衛
門
（
初
代
）

湯
山
範
右
衛
門

湯
山
半
七
郎

湯
山
安
右
衛
門

湯
山
柳
雄

横
田
村
詮

有
光
友
學

有
光
友
學

井
口
俊
靖

東
島
誠

松
崎
真
吾

岩
田
重
則

高
橋
敏

有
光
友
學

高
橋
敏

井
口
俊
靖

高
橋
敏

柴
雅
房

柴
雅
房

岩
崎
信
夫

関
根
省
治

岩
崎
信
夫

関
根
省
治
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裾野市史編さん関係者

横
山
健
吾

横
山
文
左
衛
門

横
山
良
吉

冷
泉
為
和

渡
辺
勘
兵
衛

渡
辺
虎
杖

渡
辺
隼
雄

第
三
編
裾
野
村
落
誌

第
一
章
岩
波

第
二
章
深
良

第
三
章
久
根

第
四
章
公
文
名

第
五
章
稲
荷

第
六
章
茶
畑

第
七
章
平
松

第
八
章
麦
塚

第
九
章
石
脇

福
田
ア
ジ
オ
・
杉
村

福
田
ア
ジ
オ
・
杉
村

岩
田
重
則

岩
田
重
則

岩
田
重
則

岩
田
重
則

岩
田
重
則

斎
藤
弘
美

松
田
香
代
子

湯
川
郁
子

厚
地
淳
司

松
田
香
代
子

有
光
友
學

菊
池
邦
彦

高
橋
敏

岩
崎
信
夫

齊齊

第
一
○
章
佐
野
福
田
ア
ジ
オ

第
二
章
ニ
ッ
屋
松
田
香
代
子

第
一
二
章
伊
豆
島
田
松
田
香
代
子

第
一
三
章
水
窪
松
田
香
代
子

第
一
四
章
富
沢
宮
村
田
鶴
子

第
一
五
章
須
山
松
田
香
代
子

第
一
六
章
下
和
田
松
田
香
代
子

第
一
七
章
今
里
松
田
香
代
子

第
一
八
章
葛
山
宮
村
田
鶴
子

第
一
九
章
金
沢
松
田
香
代
子

第
二
○
章
上
ヶ
田
松
田
香
代
子

第
一
二
章
御
宿
斎
藤
弘
美

第
二
二
章
千
福
宮
村
田
鶴
子

第
二
三
章
大
畑
宮
村
田
鶴
子

第
二
四
章
桃
園
宮
村
田
鶴
子

○
口
絵
写
真
撮
影
（
口
絵
番
号
一
’
三
）

写
真
家
堤
勝
雄
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掲載図表一覧

図表No. 頁 出典・所蔵者等
ロ

キャフション

御宿の位置

御宿の字

御宿の字一覧

御宿の集落

御宿の内部区分

千福の位置

千福の字

千福の字一覧

千福の内部区分

千福の集落

大畑の位置

大畑の字

大畑の字一覧

大畑の集落

桃園の位置

桃園の字一覧

桃園の字

桃園の集落

桃園の内部区分

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

４
５
６
７
８
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１

９
９
９
９
９
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

７
７
８
４
５
３
２
３
７
８
３
２
２
５
１
７
７
２
３

６
７
７
８
８
９
０
０
０
０
１
２
２
２
３
３
３
４
４

８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９ ’
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掲戦図表一覧

出典・所蔵者等図表No. | 頁
⑥

キャフション0

富沢村の支配の変遷

駿河国駿東郡富沢村の戸数と

人口

富沢村高の変化

富沢の集落

須山の位置

須山の字

須山の字一覧

須山の集落①

須山の集落②

須山の内部区分

須山口富士登|｣|道

須山口神主と御師の家

下和田の位置

下和田の字

下和田の字一覧

下和田の集落

下和田の内部区分

今里の位置

今里の字

今里の字一覧

今里の集落

今里の内部区分

葛山の位置

葛山の字

葛山の字一覧

葛山の集落

葛111の内部区分 「葛山の民俗』

金沢の位置

金沢の字

金沢の字一覧

金沢の集落

上ケ田の位置

上ケ田の字

上ケ田の字一覧

上ケ田の集落

０
１
６
６

３
３

４
５
１
１
７
７

２
３
４
５
６
７
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

７
１
９
６
７
３
４
８
４
４
７
２
３
９
０
９
４
５
９
１
９
９
０
７
８
７
２
２
７
３
７
７
１

１
２
２
３
３
４
４
４
５
５
６
７
７
７
８
８
９
９
９
０
０
１
２
２
２
３
４
４
４
５
５
５
６

７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
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掲載図表一覧

| 図表NQ | 頁 出典・所蔵者等キヤフシ三リン

茶畑の字

茶畑の字一覧

茶畑の集落

茶畑の内部区分

平松の位置

平松の字

平松の字一覧

平松の集落

麦塚の位置

麦塚の字

麦塚の字一覧

麦塚の集落

石脇の位置

石脇の字

石脇の字一覧

石脇の集落

佐野の位置

佐野の集落

佐野の内部区分

佐野の字

佐野の字一覧

ニツ屋の位置

ニツ屋の字

ニツ屋の字一覧

ニツ屋の集落

伊豆島田の位置

伊豆島田の字

伊豆島田の字一覧

伊豆島田の集落

水窪の位置

水窪の字

水窪の字一覧

水窪の集落

富沢の位置

富沢の字

富沢の字一覧

４
坐
Ｒ
Ｊ
Ｒ
Ｕ
庁
Ｉ
０
０
ｎ
コ
八
Ｕ
１
１
り
ム
ｏ
○
４
牡
反
Ｊ
侭
Ｕ
ワ
Ｉ
Ｑ
Ｏ
ｎ
ソ
ハ
リ
丁
上
、
乙
ｏ
Ｏ
川
４
反
Ｊ
Ｒ
Ｕ
弓
Ｉ
Ｑ
○
ｎ
ソ
ｎ
Ｕ
１
１
旬
乙
ｏ
Ｊ
川
４
Ｅ
Ｊ
Ｒ
Ｕ
ワ
ー
０
０
ｎ
ソ

ワ
ム
旬
乙
○
ム
○
ム
○
ム
○
ム
○
Ｊ
ワ
Ｊ
○
Ｊ
ワ
Ｊ
ｑ
Ｊ
○
○
ｏ
○
Ｏ
Ｊ
ｏ
○
ワ
Ｊ
川
坐
４
４
４
４
川
坐
川
螢
４
４
川
４
川
４
川
出
川
坐
反
Ｊ
Ｅ
Ｊ
Ｒ
Ｊ
Ｒ
Ｊ
貝
』
Ｅ
Ｊ
Ｅ
Ｊ
Ｅ
Ｊ
匡
Ｊ
反
Ｊ

心
○
Ｄ
Ｊ
０
Ｊ
ｏ
Ｊ
ｏ
Ｊ
ゆ
り
つ
り
ｏ
Ｏ
０
Ｊ
ひ
』
Ｑ
Ｊ
９
Ｊ
０
０
句
、
①
○
Ｏ
Ｊ
ｏ
Ｊ
０
Ｊ
ワ
Ｊ
句
０
ワ
０
ｎ
ｏ
ｏ
Ｊ
句
○
勺
０
○
○
○
○
ｏ
Ｏ
０
，
ｎ
Ｊ
○
Ｊ
つ
○
ｏ
○
ｏ
○
ｏ
Ｊ
ｏ
Ｏ

７
９
４
７
３
７
７
１
５
９
０
２
１
６
７
０
９
０
２
４
５
３
８
８
０
３
８
９
３
１
８
８
０
７
２
３

７
７
８
８
９
９
９
０
０
０
１
１
２
２
２
３
３
５
５
５
５
６
６
６
７
７
７
７
８
９
９
９
０
０
１
１

５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７

957



掲載図表一覧

図表No l 頁 出典・所蔵者等キャフ°ション

｢地方凡例録』<下巻〉

｢地方凡例録｣<下巻〉

元文6年2月「酉年下郷拾五

ヶ村井堰川除人足積り帳」

｢市史」六-254

蛇籠

枠出

小田原藩領村々の寄合普請

２
３
４

２
２
２

１
１
１

２
２
６

３
３
３

２
２
２

井組二十九ヶ村の湖水掛り比

率一覧

湖水掛りの田の比較

箱根湖減水ノ当時貯水中字逆

川附近ノ図

1 25 250

６
７
２
２

１
１

２
４
５
５
２
２ 1896年5月1日付告訴に添

付された逆川附近の図芦湖

水利組合所蔵

裾野市水道部調べ

｢平成11年度水道事業年表」

裾野市水道部より作成

市域の簡易水道

市の水道事業による給水区域

の拡張

岩波の位置

岩波の字

岩波の字一覧

岩波の集落

深良の位置

深良の字

深良の字一覧

深良の内部区分

深良の集落

久根の位置

久根の宇

久根の字一覧

久根の集落

公文名の位置

公文名の字

公文名の字一覧

公文名の集落

公文名の内部区分

稲荷の位置

稲荷の字

稲荷の字一覧

稲荷の集落

茶畑の位置

８
９
２
２

１
１

１
２
９
９
２
２

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
６
６
８
１
４
７
１
８
３
６
７
９
５
９
０
３
５
１
３
４
５
９

９
９
９
９
０
１
１
２
２
３
３
３
３
４
４
５
５
５
６
６
６
６
６

４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
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掲載図表一覧

図表NQ | 頁 出典・所蔵者等キャブション

箱根火山の地形概念図

山で採れる山菜・きのこ一覧

１
１

１
２

９
４
４
７ 静岡県史民俗調査報告書第十

五集「須山の民俗」

｢市史」七

｢市史」七

｢市史」七

『叢書」4

｢市史」三

｢天保3年大谷山炭木代金割

合帳」柏木正男氏所蔵

横山正美氏所蔵

横山正美氏所蔵

｢三牧御捕馬勢子割井牽馬人

足番組'限」横山正美氏所蔵

須山支所所蔵

須山支所所蔵

炭焼き道具

サキヤマの道具

パイスケ作りの道具

ミツマタはぎ

村々の山稼ぎの場・採草地

天保3年大谷山炭木売却代

金内訳

愛膳牧における捕馬数

愛朧牧における払馬

天保12年愛謄牧勢子人足数

と村数

須l.l_I村愛鷹山付官林絵図面

近衛歩兵第一連隊による実弾

演習(1912年7月12 1=1～)射

撃方向略図

敗戦直後の演習場人口・戸

数・地目面積・股作物・採草

旧日本軍時代とアメリカ軍と

の使用上の比較

富岡村での演習場汚水被害を

報じる「岳麓新聞」

自衛隊の演習と裾野地域のひ

とぴとの反応についての報道

裾野市中央部の水系水路図

大口堰

村明細'脹等に見る各村の用水

深良用水開通以前の黄瀬川用

水(裾野市域）

１
１
１
１
１
１

３
４
５
６
７
８

３
５
８
９
４
０

８
８
８
８
０
１
１
１

９
０
１
１
１

１
１
１

９
０
２

１
２
２

１
１
１

２
３
１
１

１
１

７
０
２
６
１
１

｢東富士演習場重要文言類集」

上巻御殿場市役所所蔵

｢東富士演習場重要文書類集」

上巻御殿場市役所所蔵

｢岳麓新聞」 1957年10月16

日付岳麓新聞社所蔵

｢岳麓新聞」1959年9月13日

付岳麓新聞社所蔵

1 14 178

1-15 186

1-16 195

1-17 199

８
９
０
１

１
１
２
２

１
１
１
１

４
０
８
０

１
２
２
３

２
２
２
２
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掲載写真・所蔵者一覧

’口’
所蔵者等キャフ・ション頁

一
班 杉山義則氏所蔵宗祇五百年祭記念碑除幕式
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掲載写真・所蔵者一覧

写真NQ | 頁 所蔵者等キャフ"ション

八幡神社の祭り

嶽の雷さん

家移り粥

依京寺境内の閻魔大王

金沢堤

浅間神社

神明宮

水ﾈ'|'の祭り

北斗七星が彫られた庚申塔

上ケ田全景(左側に神明宮の

森）

集会所から遷される御神体

行列に参加した稚児

厄神社の祭り

集会所脇の馬頭観音群

庚申塚の庚申塔

御宿古堰

湯山安右衛門l I記(1710年） 湯山芳健氏所蔵

嶽南尋常小学校(1924年） 勝又茂美氏所蔵

御宿八幡宮の祭り

荘園寺での地蔵盆

岩に彫られた倶利迦羅不動

千福が丘ニュータウン

千福城跡

かろうと堰

再建がなった千福の地蔵堂 有井定氏所蔵

谷津の山の神

四ツ溝の石塔群

大畑城跡

大畑遺跡上屋敷地区中世墓

熊野神社と大日堂

山の神の祭り

身代わり地蔵

定輪寺

温情舎 不二聖心女子学院所蔵

桃薗神社の祭り

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

８
８
８
８
９
９
９
９
９
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
３
４
５
３
０
０
１
２
４
３
３
４
５
５
３
５
２
７
８
１
４
７
０
０
１
２
５
７
０
８
９
３
０
４

３
３
３
３
４
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
７
７
８
８
８
９
９
９
０
１
１
１
１
１
２
２
２
３
４
４

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０

６
７
８
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

９
９
９
９
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
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掲載写真・所蔵者一覧

所蔵者等写真NQ | 頁 キャプション

唯念名号碑

三俣堰

熊野神社

現在の不動尊・淡島堂

富士見橋と境川

堰原の子安地蔵

大堰

水窪神社の祭り

手城の観音

穴堰の清掃

旧甲州街道(庚申塚）

富二平橋の渡り初め

愛鷹神社の子ども神輿

観音坂上の馬頭観音

街道のムラ十里木

須山小学校

須山地区研修センター

水ケ塚水源の|燧道

須山浅間神社の祭り

須山朧子と田向嚥子

現在の観音堂と旧登山道

田向の天神講

頼朝の井戸

呼子ニュータウン

富岡第二小学校

山神社境内の龍爪社

飯盛山の不動の祭り

大胡山の道祖神

旭滝

今里の浅間神社

岩船地蔵の祭り

廻国塔

葛山城跡

葛山居館跡

薬師堂

中里の天王社さん

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

２
７
６
７
８
９
５
３
５
８
４
４
６
７
２
１
０
３
７
９
２
４
５
９
７
２
５
６
１
４
５
７
３
５
８
５

７
７
８
８
８
８
９
０
０
０
２
２
２
２
３
４
５
５
５
５
６
６
６
６
７
８
８
８
９
０
０
０
１
１
１
２

６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８

谷井洋行氏所蔵

葛山中里区所蔵
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掲載写真・所蔵者一覧

写真No. | 頁 所蔵者等キャフション

毘沙門さん

吉田神社の祭り

五輪塔群

鬼鹿毛馬頭観音の祭り

稲荷神社

順礼供養塔

不動の滝

柏木屋敷

海軍機墜落現場の「忠魂碑」

大日堂の大銀杏

佐野原神社

現在の裾野駅

八幡宮の祭り

見目神社での夏祭り

麦塚のドンドヤキ

東光寺境内石造物群

長戸呂堰

大石と佐野堰

石脇の村絵図(1820年）

三'鴫神社の祭り（お天王さん）

区主催の納涼祭

不動堂とその周辺の石造物

木食観正名号碑

法雲寺

蓮光寺

二本松の大型ショッヒ．ングセ

ンター付近

五龍館ホテル

旅行ガイドブック(1893年）

八幡宮の神輿巡行

二本松のシャギリ

佐野堰

区民ふれあい広場横の石造物

群

菅沼佐五兵衛の門人奉納灯籠

浅間神社の子ども神輿

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

６
７
９
９
７
７
０
３
３
１
８
０
２
５
７
９
０
２
４
３
４
６
７
４
４
６

５
５
５
５
６
６
７
７
８
９
９
０
０
１
１
１
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

湯山芳健氏所蔵

湯山芳健氏所蔵

２
３
４
５
６
７

４
４
４
４
４
４

３
３
３
３
３
３

８
８
７
７
０
１

４
４
５
５
６
６

６
６
６
６
６
６

８
９
４
４

３
３

５
１
６
７
６
６ 水口清文氏所蔵
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掲載写真・所蔵者一覧

所蔵者等キャフ｡ション写真NQ 頁

柏木甚右衛門の墓(茶畑西原

地先）

葛山景倫(願性)座像

宝永5年日記

小林聿

鈴木忠治郎

箱根湖水堀抜元締水仁碑(正

徳元年惣ケ原）

万治2年富沢村年貢割付状の

裏書

深良用水開削時の沼津代官野

村為利の署名・実印

吉田神社祭礼当番引継札

湯山安右衛門の日記

荘園寺(御宿）

湯山柳雄

2－ 3 1 406106

興国寺所蔵

湯山芳健氏所蔵

深良支所所蔵

鈴木芳子氏所蔵

２
２
２
２
２

０
５
８
１
１

２
２
２
３
４

４
４
４
４
４

０
５
８
１
１

２
２
２
３
４

４
４
４
４
４

４
５
６
７
８

渡辺武彦氏所蔵2－ 9 1 443443

湯山芳健氏所蔵2－10 1 445145

１
２
３
４

１
１
１
１

２
２
２
２

５
０
２
３

５
７
７
７

４
４
４
４

５
０
２
３

５
７
７
７

４
４
４
４

湯山芳健氏所蔵

裾野市立富岡第一小学校開校

110周年記念誌『嶽南」

渡辺武彦氏所蔵天和3年浅井佐次右衛門等の

金子返済起請文

渡辺勘兵衛の墓(定輪寺）

駒形八幡神社

岩波嚇子

深良の景観

深良陣山・堀ノ内

新川

深良川第三発電所

天田橋

赤子神社

深良神社

和田の双体道祖神

町田の庚申識

観音堂(久根老人生きがいセ

ンター）

久根の八幡宮

西最寄の辻の石塔群

石舟橋

2-15 1 481481

６
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１

１
１
１

２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

、
く
Ｊ
９
Ｊ
八
ｕ
〉
４
刈
五
【
ノ
ー
八
Ⅱ
〉
、
く
Ｊ
１
１
▲
戸
、
〉
戸
、
〉
ｎ
Ⅱ
〉
ハ
Ⅱ
〉
Ｆ
『
ｕ

ｎ
ｘ
Ｕ
八
〕
ゾ
ハ
ｕ
Ｊ
〈
Ⅱ
Ｕ
ハ
Ⅱ
ｖ
勺
Ｉ
且
勺
１
４
の
〃
白
、
〃
白
、
／
白
句
、
Ｕ
旬
へ
Ｊ
旬
く
Ｊ

川
設
４
川
五
４
川
宝
戸
尺
Ｊ
Ｆ
ペ
リ
戸
院
Ｊ
Ｆ
『
Ｕ
Ｆ
ヘ
リ
Ｆ
〔
Ｊ
戸
【
Ｊ
戸
ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｊ
戸
ｎ
Ｊ

、
く
Ｊ
９
Ｊ
八
ｕ
〉
４
刈
五
【
ノ
ー
八
Ⅱ
〉
、
く
Ｊ
１
１
▲
戸
、
〉
戸
、
〉
ｎ
Ⅱ
〉
ハ
Ⅱ
〉
Ｆ
『
ｕ

ｎ
ｘ
Ｕ
八
〕
ゾ
ハ
ｕ
Ｊ
〈
Ⅱ
Ｕ
ハ
Ⅱ
ｖ
勺
Ｉ
且
勺
１
４
の
〃
白
、
〃
白
、
／
白
句
、
Ｕ
旬
へ
Ｊ
旬
く
Ｊ

川
設
４
川
五
４
川
宝
戸
尺
Ｊ
Ｆ
ペ
リ
戸
院
Ｊ
Ｆ
『
Ｕ
Ｆ
ヘ
リ
Ｆ
〔
Ｊ
戸
【
Ｊ
戸
ｎ
Ｊ
Ｅ
Ｊ
戸
ｎ
Ｊ

３
４
５

１
１
１

３
３
３

１
３
６

４
４
４

５
５
５

１
３
６

４
４
４

５
５
５
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掲載写真・所蔵者一覧

写真No. | 頁 キャフ。ション 所蔵者等

1-78 1 347 「児童文苑」満州事変特集

(1931年）

1-79 1 349岳陽少年団(1925年）

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

裾野市立東小学校創立70周

年記念誌「いずみ」

静岡県立裾野高等学校創立

80周年記念誌

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

裾野市広報広聴課刊「ふりか

える裾野」

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

1-80 353不二農園での勤労奉仕(1941

年）

1-81 355戦時下の「児童文苑｣(1939

年）

1 82 358改題し再刊された「駿東文

園』(1948年）

1-83 361 『駿東文園」作文コンクール

特集号(1955年）

1-84 365戦後の子どもたち(1958年）

1 85 366 オーストラリアの子どもが書

いた日本印象記(1949年

「駿東文園｣）

1-86 368馬力(1955年） 裾野市広報広聰課刊「ふりか

える裾野」

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

裾野市広報広聴課刊「ふりか

える裾野」

裾野市広報広聴課刊「ふりか

える裾野」

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

西島義禮氏所蔵

1-87 370機械化された脱穀機(1956年

「駿東文園｣）

1-88 374 「駿東文園」東京オリンピッ

ク特集号(1964年）

1 89 376高度成長期の「駿東文園」

（1964年）

1-90 379 「東名のあかり」(1969年

「駿東文園｣）

1-91 382高度成長前の田植え風景

（1953年）

1 92 386高度成長前の農村(1954年）

1 93 388 「駿東文園』作文コンクール

特集号(1965年）

2－ 1 399大庭源之丞の押印

2－ 2 399大庭源之丞の墓(深良向畑地

先）
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掲載写真・所蔵者一覧

所蔵者等写真No 頁 キャフ･シコン

手」

富沢のカワバタ

境川(大場川）

麦塚の景観

石溜

分水桝

富岡水道水源地

水神宮

子どもたちの水あそび

｢土の綴り方』

『児童文苑」活版第1号(1926

年）

｢夜刈」が掲載された『児童文

苑｣(1928年）

初節句(1960年佐野）

七つの祝い-宮参り－(1965年

三'||鳥大社）

七つの祝い－オフルマイー

(1985年上ケ田）

愛鷹神社(富沢）

ドンドヤキ(深良）

節分の豆まき(御宿）

天神講のお楽しみ会(須山）

十五夜の供え物(茶畑）

川あそび

３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

５
５
５
５
５
５
５
６
６
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
３
４
９
９
０
３
４
８
０

８
８
８
８
８
９
９
９
９
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２
３

歌崎久作氏所蔵

横山俊彦氏所蔵

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

社団法人駿東地域教育協会所

蔵

長田文明氏所蔵

長田文明氏所蔵

1-63 306

４
５
６
６

１
１

３
４
１
１
３
３

柏木秋男氏所蔵1－66 1 314

６
０
２
３
６
１

１
２
２
２
２
３

３
３
３
３
３
３

７
８
９
０
１
２

６
６
６
７
７
７

１
１
１
１
１
１ 裾野市立深良小学校創立100

周年記念誌「ふから」

裾野市広報広聴課刊「ふりか

える裾野』

裾野市立深良小学校創立100

周年記念誌「ふから』

裾野市広報広聴課刊「ふりか

える裾野」

裾野市立深良小学校創立100

周年記念誌『ふから」

裾野市立深良小学校創立100

周年記念誌『ふから」

不二農園の茶畑(1958年）1-73 1 332

子守りをする少女1-74 1 335

農繁期の子ども(1960年）1-75 1 339

｢少年倶楽部」創刊号(1914

年）

佐野駅での出征兵士の見送り

1 76 1 344

1 77 345
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掲載写真・所蔵者一覧

写真No キャフ｡ション頁 所蔵者等

｢御料地侵墾地追認ノ儀許可

願」

国道469号現在の須山・御

殿場間道路

現在の滝ケ原駐屯地正|''l

現在の板妻駐屯地正門

現在の駒門駐屯地正門

須山村長から村民にあてた演

習場内草刈りについての注意

｢演習場内の密耕作の取締に

ついて1 1」

農業用水の不足による被害

1-28 須山支所所蔵166

1-29 170

０
１
２
３

３
３
３
３

１
１
１
１

４
５
５
３

７
７
７
８

１
１
１
１ 須山支所所蔵

須山支所所蔵1-34 185

|水枯れで岡にあがった水稲」

(裾野町） 「駿日グラフ」渡

辺公一氏所蔵

1-35 190

キャンプ富士正門

黄瀬川

五竜の滝

銚子口の滝

金沢ﾉ| ｜

小柄沢川

深良川

久保田川

泉川

境川

乙女ケ淵堰

水門(1)(天保2年「井組廿八

ケ村箱根湖水路村友堰々図」

部分）

大堰と三俣(明治32年写「深

良用水御普請所絵図」部分）

新川(年不詳「深良用水石垣．

土手普請場絵図」部分）

公文名堤

元文6年「酉年下郷拾五ケ村

井堰川除人足積り帳」

年不詳「御宿村人足扶持米切

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７

３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

７
４
５
６
８
９
０
２
２
６
６
１

９
０
０
０
０
０
１
１
１
１
２
３

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２ 大庭重一氏所蔵

1 48 芦湖水利組合所蔵233

1-49 勝又重俊氏所蔵234

市川逸郎氏所蔵

柏木正男氏所蔵

０
１
５
５

１
１

５
７
３
３
２
２

1-52 238 湯山博氏所蔵
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掲載写真・所蔵者一覧

所蔵者等写真No 頁
○

キやフシコン
、

う奪ナ林

芦ノ湖と箱根町

鋸山

富士山全景(水ケ塚より）

富士山本宮浅間大社社殿(富

士宮市）

現在の大畑集落

防獣柵碑

箱根山に自生するハコネダケ

キンマでの炭の搬出

パイスケ作り

軒端に積まれたモシキ

龍爪講の料理(シシのモツ煮）

現在の上ケ田集落

茶畑の山を

富沢の山々

富士山(十里木より）

炭焼き(須山）

棒

横山家の正門(千福）

愛鳫牧の木戸の跡(富沢）

明治42年払下10周年を記

念して建てられた愛麿山払下

記念碑

茶畑山岳委員会の看板

深良財産区所有の山の看板

東富士演習場の全景

東富士演習場内畑岡付近

現在の須山地区のすがた

近衛歩兵第三連隊射撃演習風

景(1913年6月）

６
０
２
２
４

４
５
５
６
６

１
１
１
１
１

１
２
３
４
５

勝又一歩氏所蔵

杉山義則氏所蔵

６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

９
５
８
５
８
１
３
６
９
０
１
５
４
７
８
６

６
７
７
８
８
９
９
９
９
０
０
０
１
１
１
３

１
１
１
１
１
１
１

坂田政明氏所蔵

杉山義則氏所蔵

横山正美氏所蔵

横山正美氏所蔵

２
３
４
５
６
７

２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１

８
３
７
８
３
５

４
５
５
５
６
６

１
１
１
１
１
１ ｢東富士演習場重要文書類集』

上巻口絵御殿場市役所所蔵
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口絵写真・所蔵者一覧

写真No.写真No 所 蔵 者キャブシコン
0

発展をとげる裾野市市街地

自然環境に恵まれる裾野市

岩波村絵図(年不詳）

公文名村絵図(年不詳）

茶畑村絵図(1677年）

佐野村絵図(1839年）

富沢村絵図(1847年）

今里村絵図(1875年）

葛山・千福村絵図(1753年）

御宿村絵図(1861年）

裾野市全域絵図(1876年）

定輪寺村絵図(1772年）

2

岩波森林組合

市川逸朗

柏木正男

佐野区有

渡辺武彦

杉本隆彦

横山正美

湯山芳健

岩崎達生

大石和己

969



年号一覧

年号
三

㎡［ み IJN勝年代

正徳

享保

元文

寛保

延享

寛延

宝暦

明和

安永

天明

寛政

享和

文化

文政

天保

弘化

嘉永

安政

万延

文久

元治

慶応

明治

大正

昭和

平成

しようとく

きようほう

げんぶん

かんぽう

えんきょう

かんえん

ほうれき(ほうりやく）

めいわ

あんえい

てんめい

かんせい

きようわ

ぶんか

ぶんせい

てんぼう

こうか

かえい

あんせい

まんえん

ぶんきゅう

げんじ

けいおう

めいじ

たいしよう
、 弾】

しよう耳フ

グ、いせい’

970



年号一覧

’’ 西暦年代み
皇
宅
Ｌ

当
一
面年号北 朝南 朝

４
８
９
１
４
９
２
５
７
０
６
７
９
７
９
２
１
４
１
８
２
５
８
０
３
２
６
５
４
４
８
２
５
８
１
３
１
４
８
４
１

９
２
２
４
４
４
５
５
５
６
６
６
６
８
８
９
０
０
２
２
３
５
５
７
７
９
９
１
２
４
４
５
５
５
６
７
８
８
８
０
１

３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

２
４
８
９
１
４
９
２
５
７
０
６
７
９
７
９
２
１
４
１
８
２
５
８
０
３
２
６
５
４
４
８
２
５
８
１
３
１
４
８
４

９
９
２
２
４
４
４
５
５
５
６
６
６
６
８
８
９
０
０
２
２
３
５
５
７
７
９
９
１
２
４
４
５
５
５
６
７
８
８
８
０

３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

年号 西暦年代西暦年代 めいとく

おうえぃ

しようちょう

えいきよう

かきつ

ぶんあん

ほうとく

きょうとく

こうしよう

ちょうろく
『』、 浄

刀】ノンしよう

ぶんしよう

おうにん

ぶんめい

ちようきよう

えんとく

めいおう

ぶんき

えいしよう

だいえい(たいえい）

きょうろく

てんぶん

こうじ

えいろく

げんき

てんしょう

ぶんろく

けいちょう

げんな

かんえい

しようほう

けいあん

じようおう

めいれき

まんじ

かんぶん

えんぽう

てんな

じようきょう

げんろく

ほうえい

年号

げんと〈

元徳3
しようきよう

正慶
けんむ

建武(元

～4）
りやくおう

暦応
こうえい

康永
じようわ

貞和
かんのう

観応
かんおう

ぶんな

文和
えんふん

延文
こうあん

康安
じょうじ

貞治
おうあん

応安
えぃわ

永和
こうりやく

康暦
えぃとく

永徳
しとく

至徳
かきよう

嘉慶
こうおう

康応
めいと〈

明徳(元

～2）

lブんこう

元弘 ２
４
８

３
３
３

３
３
３

１
１
１

－
一
一

１
２
４

３
３
３

３
３
３

１
１
１

1331～1334

けんむ

建武(元 1334～1336

～3）
えんげん

延元 1336～l340
こうこく

興国 1340～1346

２
５
０
２
６
１
２
８
５
９
１
４
７
９
０
２

４
４
５
５
５
６
６
６
７
７
８
８
８
８
９
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

－
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ
一
一
－

８
２
５
０
２
６
１
２
８
５
９
１
４
７
９
０

３
４
４
５
５
５
６
６
６
７
７
８
８
８
８
９

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

寵革 | ,346~'370

けんとく

建徳
ぶんちゅう

文中
てんじゆ

天授
こうわ

弘和
lダんちゅう

元中

２
５
１
４
２

７
７
８
８
９

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１

－
一
一
一
一

０
２
５
１
４

７
７
７
８
８

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１

※南朝の建武3年は2月29日に延元元年

に改元．

’

Q71
JJL



年号一覧

年号 読 み 西暦年代 年号 読 西暦年代が、

徳
和
治
承
仁
永
久
永
安
治
治
承
承
延
治
治
養
安
平
寿
元
治
暦
保
寛
万
安
応
安
元
承
和
永
暦
治
久
治
仁
久
永
元

承
康
長
嘉
天
天
永
元
保
天
大
天
長
保
永
康
天
久
仁
久
保
平
永
応
長
永
仁
嘉
承
安
治
養
寿
元
文
建
正
建
元
建
承

じようとく

こうわ

ちょうじ

かしよう

てんにん

てんえい

えいきゅう

げんえい

ほうあん(ほあん）

てんじ

だいじ

てんしよう

ちようしょう

ほうえん(ほえん）

えいじ

こうじ

てんよう

きゅうあん

にんぺい(にんびょう）

きゅうじゅ

ほうげん(ほげん）

へいじ

えいりやく

おうほ(おうほう）

ちようかん

えいまん

にんあん

かおう

じようあん

あんげん

じしよう（ちしよう）

ようわ

じゆえい

げんりやく

ぶんじ

けんきゅう
） 西 1●

しよプレ

けんにん

げんきゅう

けんえい

じようげん

建暦

建保

承久

貞応

元仁

嘉禄

安貞

寛喜

貞永

天福

文暦

嘉禎

暦仁

延応

仁治

寛元

宝治

建長

康元

正嘉

正元

文応

弘長

文永

建治

弘安

正応

永仁

正安

乾元

嘉元

徳治

延慶

応長

正和

文保

元応

元亨

正中

嘉暦

元徳(元~〃

９
４
６
８
０
３
８
０
４
６
１
２
５
１
２
４
５
１
４
６
９
０
１
３
５
６
９
１
５
７
１
２
４
５
０
９
１
４
６
７
１

９
０
０
０
１
１
１
２
２
２
３
３
３
４
４
４
４
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
７
７
７
８
８
８
８
９
９
０
０
０
０
１

０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ

７
９
４
６
８
０
３
８
０
４
６
１
２
５
１
２
４
５
１
４
６
９
０
１
３
５
６
９
１
５
７
１
２
４
５
０
９
１
４
６
７

９
９
０
０
０
１
１
１
２
２
２
３
３
３
４
４
４
４
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
７
７
７
８
８
８
８
９
９
０
０
０
０

０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

けんりやく

けんぽう

じようきゆう

じょうおう

げんにん

かろく

あんてい

かんぎ

じようえい

てんぷく

ぶんりやく

かてい

りやくにん

えんのう

にんじ

かんげん

ほうじ

けんちよう

こうげん

しようか

しようげん

ぶんおう

こうちよう

ぶんえい

けんじ

こうあん

しようおう

えいにん

しようあん

けんげん

かげん

とくじ

えんきょう

おうちよう

しょうわ

ぶんぽう(ぶんぽ）

げんおう

げんこう

しょうちゅう

かりやく

げんとく

３
９
２
４
５
７
９
２
３
４
５
８
９
０
３
７
９
６
７
９
０
１
４
５
８
８
３
９
２
３
６
８
１
２
７
９
１
４
６
９
１

１
１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
５
５
５
６
６
６
７
７
８
９
９
０
０
０
０
１
１
１
１
２
２
２
２
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
へ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

１
３
９
２
４
５
７
９
２
３
４
５
８
９
０
３
７
９
６
７
９
０
１
４
５
８
８
３
９
２
３
６
８
１
２
７
９
１
４
６
９

１
１
１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
５
５
５
６
６
６
７
７
８
９
９
０
０
０
０
１
１
１
１
２
２
２
２

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

Qワワ
ゾJ白



年号一覧

注西暦年代には改元年も含む

読 み 西暦年代年号年号
I ‐

世
や
Ｌ

奎
畝 西暦年代み

保
和
禄
延
元
元
観
和
延
肺
暦
徳
保
弘
和
仁
安
寿
元
暦
久
徳
承
喜
平
暦
久
保

康
安
天
天
貞
天
永
寛
永
永
正
長
長
寛
長
寛
治
万
長
長
長
寛
永
天
康
治
延
承

こうほう（こうほ） 964～968

あんな 968～97O

てんろく 970～973

てんえん 973～976

じょうげん 976～978

てんげん 978～983

えいかん 983～985

かんな 985～987

えいえん 987～989

えぃそ 989～990

しょうりやく 990～995

ちょうとく 995～999

ちょうほ 999～1004

かんこう 1004～1012

ちょうわ 1012～1017

かんにん 1017～1021

じあん(ちあん) 1021～lO24

まんじゅ 1024～1028

ちょうげん 1028～1037

ちょうりやく 1037～1040

ちょうきゅう 1040～1044

かんとく 1044～1046

えいしよう 1046～lO53

てんぎ 1053～lO58

こうへい 1058～1065

じりやく（ちりやく) 1065～lO69

えんきゅう 1069～1074

じょうほう 1074～1077

（じようほ， しようほ）

じようりやく 1077～lO81

えいほ(えいほう) 1081～lO84

おうとく 1084～1087

かんじ 1087～1094

かほう 1094～1096

えいちよう 1096～1097

大宝

慶雲

和銅

霊亀

養老

神屯

天平

天平感宝

天平勝宝

天平宝字

天平神謹

神護景雲

宝亀

天応

延暦

大|司

弘仁

天長

承和

嘉祥

仁寿

斉衡

天安

貞観

元慶

仁和

寛平

昌泰

延喜

延長

承平

天慶

天暦

天徳

応和

たいぼう 701～704

けいうん 704～708

わどう 708～715

れいき 715～717

ようろう 717～724

じんき 724～729

てんびょう 729～749

てんびょうかんぽう 749～

てんびょうしようほう 749～757

てんびょうほうじ 757～765

てんびょ うじんご 765～767

じんごけいうん 767～77O

ほうき 770～781

てんおう（てんのう) 781～782

えんりやく 782～806

だいどう 806～81O

こうにん 810～824

てんちよう 824～834

じょうわ 834～848

かしよう（かじよう） 848～851

にんじゅ 851～854

さいこう 854～857

てんあん 857～859

じょうがん 859～877

がんぎよう 877～885

にんな 885～889

かんびょう(かんぺい） 889～898

しょうたい 898～901

えんぎ 901～923

えんちよう 923～931

じょうへい 931～938

てんぎよう 938～947

てんりやく 947～957

てんとく 957～96l

おうわ 961～964

承暦

永保

応徳

寛治

嘉保

永長

973



第一編裾野の生活史索引

復員 360

富士黒土層 45

｢富士'11記」 62

富士山道者 59，69

富士山南方寺 59

富士裾野演習場 137, 156, 181

富士裾野演習場使用協定(演習場使用協定）

161, 167, 171

富士裾野演習場対策協議会 184, 189

水遊び

水ケ塚水源

水漉し

水溜

水役人

三俣堰

三俣西堰

見倣し水利権

宮川

５
７
２
８
９
４
３
６
５

９
８
８
８
８
４
４
７
０

２
２
２
２
２
２
２
２
２

４２２

富士マサ

富士峰行者

富知神社

普通水利組合

不登校

富原義徳

古川

古川堰

豊後堰

分水桝

２
８
２
３
７
９
２
０
２
８

８
１
６
７
８
０
２
１
２
８

３
２
３
３
２
２
２
２

１
７

４
０
０
１
３
２

００３７９２

<む〉

麦塚堰 226

も〉

申し合せ組合

牧士

元野牧

２
７
９

７
１
１

２
１
１７１１

<や〉

山の神

山元

１
８
１
３
３
１

９
５０１

<へ〉

ベトナム戦争

勉強

弁当場水源

０
１
７

８
８
８

３
３
２

５７３

<ゆ〉

湧水

湯山半七郎

２
６
８
６
２
２

０８２

<ほ〉

イト、
、季ﾉ

法印さん

報酬金

８
２
１
７
３
１

Ｐ
０７１

ｆ
２６１ 用沢川

幼年倶楽部

横浜地方裁判所

横山健吾

寄合普請
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５
５
８
５

０
４
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２
３
２
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（ま

埋樋

マッカーサー

末代

眉木

マンカﾞ

満州

満州事変
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３
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<ら〉

ラジ(ヂ)刻 351,364
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龍爪講 94
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御宿村古堰
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チブス

銚子口滝

提灯行列

貯水漕

日中戦争 qR1
JUユ５

６
９
８

８
０
４
８

２
２
３
２

ぬ〉

沼津滞 243

<の〉<つ〉

士の綴り方

ツツミ（堤）

詰村

農村の機械化 37(）

農繁休暇 338

野村維章 257

〈は〉

｢梅花無尽蔵」 58

パイスケ 78，86

廃弾組合規約 174

廃弾払い下げ 163, 169

箱根湖Ⅱl水深良村外六ケ村水利組合 255

箱根神社 49，58

ﾉ、コネダケ 78，86

早川 253

原田秘成 260,263

万里集九 58

〈ひ〉

東富士入会組合 196

東富士演習場対策委員会(東富士演習場対策協

議会） 191

東富士淡習場地域股民再建連盟 196, 198

東富士演習場の安全確保に関する決議 201

東山(茶畑山) 76,97,130, 142

引き揚げ 360

牽馬人足 116, 124

非常時 353

評定所 240

平山川 2()9

７
７
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９
１
２

２
２
１７１１

て〉

手伝い

寺山の水源

テレビ

電気洗濯機

天神山

伝染病

天皇制民主主義
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<と〉

樋狩川

東京オリンピック

東京控訴院

東京電燈株式会社

道者関

富岡水道

富岡水道組合

富沢穴堰

富沢堰

富田鉄之助

トラホーム
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８
１
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７
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９
９
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２
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２
２
２
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内務大臣

中川

中郷

長戸呂川

名古屋控訴院
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６
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ファミ Iノ ・レストラン

深良川

深良神社

深良水門

深良村外七ケ村

深良l｣I

深良用水

ﾉ『一､

W－ノ

二間堀

西l[|

日曜幼稚園

３
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２
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スズタケ 86

須永傳蔵 254

炭焼き 82,105, 130

須111振興会 l96

須山浅間神社 7O

駿河戸山 58

駿東郡深良村外二七ケ村水利土功(工)協議会

272

駿東郡深良村外六ケ村芦ノ湖水利組合 273

駿東郡民 259

〈せ〉

精魂限り 226

勢子人足 116, 121, 123

接収地域農民生存権確立期成同盟 196

瀬名沢 205,229

芹沢多根 278

千家尊福 266

浅間様 313

浅間神社(富士浅間神社） 62,64

浅間神社 316,329

仙石原 254

ｲlll石原村外_ピケⅢJ.村 256

戦車 368

戦争体験 380

千福村堰 230

〈た〉

第一次使用協定(東富士演習場) 200

大審院 257

｢代脳録」 137

大場川 213

i笥橋虫麻呂 61

滝ケ原廠舎 157, 159, 174

｢竹取物語」 62

ダタラ 328

立会番 245

溜め池 217

タンク 290

檀那所(場） 71

くち〉

地券発行 270

〈し〉

ジープ

､ ､ I寺少

弓／ン〆 r1

静岡県駿東郡芦ノ湖普通水利組合
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市制町村制

児童文苑

渋沢栄一

自普請

地水掛り

下郷

蛇籠

蛇体

銃後の護り

十里木街道

出征兵士

少女倶楽部

少年倶楽部

少年団

勝負川

定輪寺

新川

心身たんれん

<す〉

水害予防組合

水源

水車

水神

水道

水配人

水利慣行

水利組合

水利組合条例

水利組合法

水利権

水利士功会

水利妨害罪

水力発電
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０
０
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須釜入

須釜土手

杉山正賢
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オーリエンタリズム

御割合御普請

くか〉

カイコン

癒守稲荷

霞野牧

カセギ・稼ぎ(山稼ぎ）

索引

７
８
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３
３
２

け

景ケ島

ゲーム

決意文
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こ

公共ノ利害

交通戦争

商度成長

校内暴力

耕牧舎

公ｲ1地

甲ラ伏セ

小柄沢

小柄沢堰

古期箱根火lll

国役普請

湖水掛り

国家主義

小鍋田

御普請

小御岳火山

子守り

古来ノ権利

五竜の滝

御料地

金比羅神社
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河川法

河川法施行規定

｢勝山記」

家庭学習

金沢堤

狩野川

上郷

ガランザァ

カロウト堰

カワノぐタ

簡易水道

環境破壊

慣行水利権

｢閑谷集」

官民有区分

官有地

官林(官林指定）

<き〉

黄瀬川

木戸

給食

キンマ(木馬）

勤労奉仕
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草の花
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久保川

久保田川

蜘蛛が池

公文名堤

黒鍬

軍川地
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第一編裾野の生活史索引

・内容についての記述のある箇所を主に抽出した

・配列は五十音1l脳とした．

入田川

岩波堰

岩波西川堰

３
９
９

１
１
２

２
２
２

くあ〉

浅間大神 62

赤子神社 328

旭滝 207

芦湖水利組合 276

愛鷹神社 316,329

愛鷹牧 76, 117, 122, 126, 135

愛鷹牧畜会社 135

愛鷹ローム屑 54,82

芦ノ湖 253

芦ノ湖水力電気株式会社 278

あそび 331

穴堰 225

アニメ 385

雨乞い 294

アメリ力 365

鮎壺の滝 206

洗堰 233

洗い場 281

アラク 74，79

（気》
、ノダ

梅の木沢川 211

くえ〉

江ノ浦山

｢演習場覚割

演習場内土地使用に関する協定

くお〉

大柄沢

大口堰

大久保川

大迫貞清

大沢ﾉ| ｜

大堰

大谷川

大野原 89,92, 102, 129, 140

大野原開発委員会

大野原御料地

大淵堰

大森氏

奥山

御師

小田原藩

威し筒

尾上新牧

尾上牧

小野三郎

御林

御林守(御山守）
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板妻廠舎

市場平
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乾孚志

今堰
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